
担当
生徒

341人/396人
85(%)

保護者
299人/396人

76(%)

教職員
41人/41人

　100(%)

学校評議員
3人/3人
100(%)

項目
毎

評価

中項
目

(平均)

大項
目

(平均)
自己点検・アンケート調査を受けての分析・改善策

進路
・

学研

具体的な取り組み

・1年次「産業社会と人間」で、「職業に関する講話」（5月19日）、「進路ガイダンス・パ
ネルディスカッション」（5月２６日）、「職業講話・フューチャーライブ」（７月7日）、「マ
ナー講習会」（１０月６日）、「職業インタビュー」（11月2日４日）
・２年次「総合的な探究の時間Ⅰ」で、「進路指導主事からの進路講話」（４月２７
日）、「進路適性テスト」（５月１1日）、「資格検定ガイダンス」（５月１８日）「卒業生講
話」(６月1日）、「職業講話」（７月６日）、「上級学校・職場見学」（１０月５日）
・３年次「総合的な探究の時間Ⅱ」で進路相談会（５月２２日）

アンケート１
「進路について相談してい

る」

アンケート２
「進路講演会や学校、企

業見学は役立つ」

具体的な取り組み

3

学研
3

２
科
目
選
択
の
サ
ポ
ー

ト

内部評価

教務 教育課程編成の
工夫

アンケート調査評価点の見方
（①－そう思う、②－ややそう思う、③あまりそう思わない、④－そう思わない）

重
点
目
標
Ⅰ
　
　
総
合
学
科
教
育
の
推
進

１
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

進路探求への取
組

評価方法
アンケート

重点目標 重点（具体）項目

自己点検

・各教科における教科内検討会
・教育課程委員会

・進路指導主事講話
・インターンシップ（１２月実施予定）
・職場見学会（２月実施予定）

3.0

3.0

進路講演会・企業
学校見学会の実
施

3

科目選択指導

・計画に従い実施
・行事ごとに記録用紙への記入

3

アンケート３
「進路にあった科目選択

ができている」

内部評価

令 和 ３年 度 　 学 校 評 価　 ( 期 末 自 己 評 価 表 ）
福島県立福島北高等学校

「運営ビジョン」 評価指標 アンケート資料・自己評価

進路意識の高揚

　自己評価
4-できている
3-まあまあできている
2-あまりできていない
1-できていない

・進路指導主事講話は、生徒の実状に合わせて、具体的な事案を挙げながら、進路実
現に向けてのポイントや最新の情報等を、直接提供できる数少ない機会である。しか
し、本校の生徒は、多岐にわたる進路を抱えるため、進学（四大、短大、専門学校）、
就職（公務員、一般企業）などそれぞれ全般的な内容になりがちになるのは致し方な
いので、生徒が話を聞くだけで満足して終わらせるのではなく、進路探求のきっかけに
なるようにしたい。
・インターンシップに関しては、事業規模により受け入れ困難な企業もあったが、このコ
ロナ禍の状況にもかかわらず、受け入れ企業側では、前向きに捉えて取り組んで頂い
た。今後は、就労体験を通して、学んだり、感じたりすることが多くあるので、この機会を
積極的に利用してもらいたい。
・職場見学会実施に向けて準備を進めていたが、オミクロン株の感染拡大を受けて、
直前に受け入れ企業からストップがかかり、今年度も実施てきなかった。外部との協力
を得ながら実施する行事に関しては、業種に関わらず、感染拡大の影響を受けるのは
やむを得ないことである。

・「産業社会と人間」では生徒の自己理解や進路意識の高揚、聞く力や話す力を高め
るうえで重要な役割を果たしているが、個別の対応が必要な生徒も増えてきており、生
徒の状況等に応じて、授業内容の見直し・精選が必要ではないかと考える。
・「探究Ⅰ」「探究Ⅱ」においても機会を設けてガイダンス等進路意識の高揚を図る学
習を実施している。今後も継続していくことが大切である。

・科目選択に関して、「探究Ⅱ」「産社」の中で科目選択ガイダンスを実施し
た。また、科目選択相談月間を設定し、科目選択を考える時間を十分に確
保することが出来た。また、三者面談で希望進路と科目選択を同時に確認
することで、進路実現に必要な科目をとりこぼすことがないようにした。生
徒・保護者の評価も昨年に比べて改善している。
・一昨年にブロック表の見直しが行われ、また、生徒数が減少していること
により、今年度も抽選になる講座数は少なくなった。しかし、次年度より新し
い科目が増えることで選択について全職員の共通理解が必要となる。生
徒の進路希望がより実現できるような科目選択になるように努めることが大
切である。

　次年度から始まる新学習指導要領に対応した教育課程について、各教
科の協力により、スムーズに教育課程を作成することができた。また、新た
な評価基準についても策定済みである。
　次年度からの新しい科目に対応すべくブロック表の作成が急務であると
考える。生徒の進路希望に即した科目選択が円滑に進められるよう工夫し
ていきたい。

3.0

・２年次については「総合的な探究の時間Ⅰ」で２時間、ガイダンスを１回実施した。
夏季休業中に保護者との三者面談を実施した。
・１年次については「産業社会と人間」の授業で５時間、LHRで２時間、ガイダンスを１
回、保護者向けにガイダンスを１回、さらに夏季休業中の三者面談で対応した。
・科目選択相談月間を設け、各教科の担当者に生徒が自由に相談や質問できるよう
にした。

具体的な取り組み

3

評価点平均評価点平均評価点平均

0.56097561

0.311036789

0.35483871

0.43902439

0.464882943

0.454545455

0

0.200668896

0.158357771

0

0.023411371

0.032258065

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.487804878

0.381270903

0.439882698

0.512195122

0.511705686

0.48973607

0

0.093645485

0.055718475

0

0.013377926

0.014662757

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.341463415

0.331103679

0.340175953

0.585365854

0.558528428

0.521994135

0.073170732

0.100334448

0.114369501

0

0.010033445

0.023460411

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

1 
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保護者
299人/396人

76(%)

教職員
41人/41人

　100(%)

学校評議員
3人/3人
100(%)

項目
毎

評価

中項
目

(平均)

大項
目

(平均)
自己点検・アンケート調査を受けての分析・改善策

アンケート調査評価点の見方
（①－そう思う、②－ややそう思う、③あまりそう思わない、④－そう思わない）

評価方法
アンケート

重点目標 重点（具体）項目

自己点検

令 和 ３年 度 　 学 校 評 価　 ( 期 末 自 己 評 価 表 ）
福島県立福島北高等学校

「運営ビジョン」 評価指標 アンケート資料・自己評価

　自己評価
4-できている
3-まあまあできている
2-あまりできていない
1-できていない

重
点
目
標
Ⅱ
　
　
規
律
あ
る
生
活
態
度
の
育
成

１
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立

２
規
律
厳
守
と
マ
ナ
ー

3

具体的な取り組み

・集会時の服装頭髪検査を実施
・県下一斉服装指導に合わせ、登校指導及び服装頭髪検査の実施
・登校指導の実施
・重点指導期間の実施

・いじめ・生活に関するアンケート調査実施
・いじめ対策委員会実施
・登校指導及び服装頭髪検査の実施
・重点指導期間の実施
・各種講話等の実施

交通ルールの遵
守

アンケート４
「服装、頭髪遅刻指導して

いる」

3

3.0

3

3.5

挨拶や言葉遣い
の指導

問題行動の未然
防止

生指

アンケート５
「交通安全指導の実施」

具体的な取り組み

・1年次生に交通講話を実施
・年間３回自転車走行一斉指導の実施
・クラス掲示による啓発
・駐輪場点検の実施
・学校行事を活用した交通安全指導

4

各服装頭髪検査の実施については、今年度より各年次に生徒指導部員を
配置し、統一した基準で実施できるように取り組んだ。しかしながら、教員
間の共通理解が十分に図られているとはいえず、特に日常生活での指導
には温度差がある。今後は教員間の共通理解を図るための協議会や研修
を行い、同じ理念で指導にあたれるようにしていきたい。
今年度から平常時に生徒指導部員による登校指導を実施した。アンケート
結果からも生徒の意識はかなり変化してきていると捉えることができる。ま
た、登校指導をさらに効果的なものとするため、重点指導期間を設け、全
職員での指導を実践することができた。

3.6

自損の転倒事故や軽度の接触事故が多く起きているが、中には重大事故
につながりかねない事例もある。なによりも生徒自身の安全意識が最も重
要なので、意識を高めるような啓発を考えていきたい。
今年度はPTA健全育成委員の協力をいただき、自転車走行一斉指導を実
施することができた。
道路環境の整備については、外部関係団体各部署と連携し、改善するこ
とができている。
駐輪場点検では届け出外の自転車での通学があり、事故や盗難被害等
が懸念される。

概ね良好ではあるが、新入生オリエンテーション時の講演会が中止となっ
たこともあり、新入生の不適切な使用が数件あった。
教室や校舎内でのゲームや歩きスマホ、イヤフォンで音楽を聴きながらの
自転車走行や歩行が多く、法律や条例、マナーを教える指導が必要であ
る。
今後は情報科との連携をはかり効果的な指導を模索していきたい。

予想される問題行動については、年次や各部署、各教科と連携を図りあら
ゆる場面で指導にあたることができた。生徒は、集団への帰属意識・仲間
意識から安易な気持ちで軽率な行動をしてしまう事案が見られた。また、ス
マートフォンやSNSの不適切な使い方から問題行動やその他の問題に発
展するケースが報告されている。保護者との連携を含め年次の先生方の
対応が大変であることから、学校全体での指導・サポート体制を充実させ
ていくことが重要である。

アンケート６
「情報機器を適切に使用

している」

服装・頭髪検査の
徹底

内部評価

具体的な取り組み

・年度始めに情報機器の取り扱いについてルールの周知
・集会時に情報機器の取り扱い及びSNS等の使用についての指導

評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均

0.43902439

0.585284281

0.586510264

0.414634146

0.371237458

0.343108504

0.097560976

0.040133779

0.061583578

0.048780488

0.003344482

0.008797654

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.536585366

0.588628763

0.75659824

0.414634146

0.377926421

0.234604106

0.048780488

0.026755853

0.008797654

0

0.006688963

0

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.365853659

0.347826087

0.750733138

0.536585366

0.515050167

0.214076246

0.097560976

0.127090301

0.032258065

0

0.010033445

0.002932551

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④
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担当
生徒

341人/396人
85(%)

保護者
299人/396人

76(%)

教職員
41人/41人

　100(%)

学校評議員
3人/3人
100(%)

項目
毎

評価

中項
目

(平均)

大項
目

(平均)
自己点検・アンケート調査を受けての分析・改善策

アンケート調査評価点の見方
（①－そう思う、②－ややそう思う、③あまりそう思わない、④－そう思わない）

評価方法
アンケート

重点目標 重点（具体）項目

自己点検

令 和 ３年 度 　 学 校 評 価　 ( 期 末 自 己 評 価 表 ）
福島県立福島北高等学校

「運営ビジョン」 評価指標 アンケート資料・自己評価

　自己評価
4-できている
3-まあまあできている
2-あまりできていない
1-できていない

4.0

重
点
目
標
Ⅲ
　
　
基
礎
学
力
の
向
上
と
進
路
実
現

教務

１
学
習
習
慣
と
基
礎
学
力
の
向
上

具体的な取り組み

授業改善

アンケート９
「授業は真剣に受けてい

る」

アンケート10
「授業は分かりやすい」

基礎学力の向上

3.0

・朝自習（毎日）
・１年次数・英増単
・全年次における国数英の全員履修

3内部評価

授業態度の育成

・校内研修会（各教科1回）
・ICT活用研究協議（6月）
・ICT活用教員研修会（9月）
・ICT活用教員研修会（１２月）

重
点
目
標
Ⅱ
　
　
規
律
あ
る
生
活
態
度
の
育
成

・集会時の全体指導
・登校指導における生徒への声かけ
・生徒会への協力依頼と登校指導における生徒への声かけの実践

具体的な取り組み

挨拶や言葉遣い
の指導

教相

３
教
育
相
談
の
充
実

アンケート８
「教育相談等悩みを相談

できる」

・木曜日の午後にSCによる教育相談を実施。
・入学式で保護者へSCの紹介、1年生対象の教育相談ガイダンスの実施。
・教育相談利用を呼び掛ける掲示物や、教育相談だよりの発行。
・教員対象に気になる生徒の調査。
・教員対象の教育相談校内研修会を実施

教育相談の充実

具体的な取り組み

アンケート7
「挨拶・ことばづかいがき

ちんとできる」

生指

3.6

4

・教育相談に関する情報を、1年次には入学式とガイダンスで提供し、ま
た、全校生徒に対し教育相談だよりを配布して周知することができた。
・カウンセリング終了後、SCと打ち合わせを持ち、相談の状況や生徒の情
報共有を行った。
・今までの関わり方ではうまくいかない生徒の特徴やその対応の仕方につ
いて研修を行った。様々なアプローチの仕方を先生方と学ぶことができ
た。
・アンケートの結果から、教育相談等で悩みを相談できる（ややそう思う）生
徒が7割近いが、3割超の生徒はそう思わない（あまりそう思わない）と答え
ている。生徒が必要と感じた時にいつでも相談できる体制や環境を、より整
備していくことが必要である。

挨拶については実践した指導が成果を上げ、校内だけでなくPTAや外部
からも評価をいただき、アンケートからも読み取ることができる。
言葉遣いについてはこれからの課題が多い。

3.5

4 4.0

　中間評価と比べると、授業や家庭学習に真剣に取り組む項目について、
取り組んでいない生徒の割合が微増している。授業のわかりやすさについ
てはあまり変化が見られない。授業への理解度の低さから学習意欲の低
下および学習態度の悪化につながっていることが思われるため、特に、学
習意欲の低い生徒に対するはたらきかけが重要だと考えられる。「知りた
い、学びたい」意欲は全ての生徒が持っていると思われるので、生徒の興
味・関心を高める工夫を行い、「わかる授業」を展開しながら、授業に対し
て前向きに取り組む姿勢を育てたい。
　また、残念ながら期末評価においても「授業改善に努めている」の項目で
「あまりそう思わない」と回答している教員が見られる。教員の努力なくして
生徒の学習態度改善はあり得ない。教員一丸となって授業改善に努めて
いけるよう、研修等に努めたい。
　また、ICTを活用した授業について、全教科で実施する校内研修会でも
ICTを取り入れた授業が複数あり、教員の授業改善につながることが期待
できる。今後も研修を重ね、視覚的なアプローチやアクティブラーニングを
取り入れることで生徒の理解度を深めていきたい。さらに、次年度から始ま
る１人１台端末を用いての学習において、朝自習や家庭学習にも取り入れ
ることで学習の習慣化および基礎学力の定着に繋げたい。

3

評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均

0.365853659

0.311036789

0.624633431

0.585365854

0.595317726

0.348973607

0.024390244

0.086956522

0.023460411

0.024390244

0.006688963

0.002932551

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.341463415

0.210702341

0.304985337

0.658536585

0.548494983

0.363636364

0

0.220735786

0.219941349

0

0.02006689

0.11143695

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.341463415

0.220735786

0.31085044

0.536585366

0.538461538

0.439882698

0.12195122

0.220735786

0.193548387

0

0.02006689

0.055718475

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.414634146

0.137123746

0.234604106

0.512195122

0.638795987

0.642228739

0.073170732

0.214046823

0.099706745

0

0.010033445

0.023460411

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

3 



担当
生徒

341人/396人
85(%)

保護者
299人/396人

76(%)

教職員
41人/41人

　100(%)

学校評議員
3人/3人
100(%)

項目
毎

評価

中項
目

(平均)

大項
目

(平均)
自己点検・アンケート調査を受けての分析・改善策

アンケート調査評価点の見方
（①－そう思う、②－ややそう思う、③あまりそう思わない、④－そう思わない）

評価方法
アンケート

重点目標 重点（具体）項目

自己点検

令 和 ３年 度 　 学 校 評 価　 ( 期 末 自 己 評 価 表 ）
福島県立福島北高等学校

「運営ビジョン」 評価指標 アンケート資料・自己評価

　自己評価
4-できている
3-まあまあできている
2-あまりできていない
1-できていない

・資格・検定へ向けて、課外授業（予定を含む）を実施するなど、各科を中
心によく取り組んだ。

4

3

アンケート11
「課外・小論文、三者面談
等は、進路実現に役立っ

ている」

・総探他授業で レファレンスサービスを実施した。
・図書室のコーナー展示や昇降口への資料掲示、クラスへ展示資料作成を随時行
い、図書館報の発行作業も行った。
・一部年次だよりで、図書室企画を紹介した。
・視聴覚室関係の修繕は進まなかった。

・４月より年間を通して予定通り実施。

進路

重
点
目
標
Ⅲ
　
　
基
礎
学
力
の
向
上
と
進
路
実
現

２
生
徒
の
進
路
実
現

１
学
習
習
慣
と
基
礎
学
力
の
向
上

具体的な取り組み

具体的な取り組み

・夏季課外５日間（１年次～３年次）実施。冬季課外３日間（１年次・２年次）予定。
・小論文・作文講習会（３年次）、小論文指導（３年次）を実施。
・三者面談（３年次）実施。

課外による実力養
成・小論文指導の
充実

内部評価
(図書館運営委員会・
読書調査アンケート)

資格取得・検定の
奨励

アンケート12
「資格取得・検定試験等に

取り組む」

3.0

・修学旅行先変更にも対応し、生徒と教員の希望図書は可能な限り購入し
ている。
・コロナ禍で校外行事は見送りとなったが、図書ビンゴ等校内行事は実施
できた。１月に１冊も本を読まない割合72％を下げる新企画も考えたい。
・視聴覚室の改善が可能かを検討する。

図書 図書室利用の促
進

4

4.0

3.5

・夏季課外授業〔１・２年次〕（７／２０～２９）の５日間、冬季課外〔１・２年次〕
（１２／２４～２８）の３日間実施することができた。
・小論文・作文講習会〔３年次〕、小論文指導〔３年次〕を夏季休業中に実
施することができた。
・三者面談（３年次）は、春季休業中及び、夏季休業中に実施予定通り実
施することができた。0.341463415

0.274247492

0.290322581

0.634146341

0.555183946

0.554252199

0.024390244

0.150501672

0.140762463

0

0.02006689

0.014662757

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.585365854

0.408026756

0.457478006

0.390243902

0.397993311

0.366568915

0.024390244

0.16722408

0.149560117

0

0.026755853

0.026392962

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

4 



担当
生徒

341人/396人
85(%)

保護者
299人/396人

76(%)

教職員
41人/41人

　100(%)

学校評議員
3人/3人
100(%)

項目
毎

評価

中項
目

(平均)

大項
目

(平均)
自己点検・アンケート調査を受けての分析・改善策

アンケート調査評価点の見方
（①－そう思う、②－ややそう思う、③あまりそう思わない、④－そう思わない）

評価方法
アンケート

重点目標 重点（具体）項目

自己点検

令 和 ３年 度 　 学 校 評 価　 ( 期 末 自 己 評 価 表 ）
福島県立福島北高等学校

「運営ビジョン」 評価指標 アンケート資料・自己評価

　自己評価
4-できている
3-まあまあできている
2-あまりできていない
1-できていない

3

アンケート13
「部活動に参加している」

・コロナ禍の影響により、外部から依頼されるマナーアップキャンペーン等は実施さ
れなかった。
・生徒会総務会独自で、挨拶のできる学校を目指し、定期的に朝の登校時に昇降口
に立ち挨拶運動を実施した。

生徒会

重
点
目
標
Ⅳ
　
　
健
康
な
心
身
の
育
成

１
生
徒
会
活
動
の
活
性
化

部活動加入率の
向上

大会等の応援体
制づくり

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ活動の
展開

・コロナ禍の影響により、今年度は野球応援に向けての応援団の募集は実施しな
かった。

校内文化祭の成
功

具体的な取り組み

・小文化祭について、会場・発表規程・使用機器等の内容を説明するために、計画
的に代表生徒を招集し、説明会を実施した。

アンケート14
「生徒会活動が活発だ」

具体的な取り組み

・新入生に向けて部活動紹介を生徒会主催で実施し、部活動加入率の向上に取り
組んだ。

内部評価

内部評価

・今年度の小文化祭については、コロナ禍の影響で会場をパルセ飯坂に
変更して実施した。各クラスの発表については行事が錯綜し、限られた準
備期間の中、素晴らしい発表が多く、年次の先生方には感謝申し上げた
い。しかし、準備物がほとんど整っている会場を使用したため、生徒会役員
で準備・運営を賄うことができてしまい、他の委員会の活動に繋げることは
ことはできなかった。
・他の生徒会行事についても、コロナ禍の中、中止ではなく実施方法変更
しながら実施できたことは、今後の活発な生徒会活動に繋げることが出来
たと思う。　　　・生徒会総務会に学校をよくするために生徒会でできること
を投げかけ、生徒自ら挨拶運動に取り組めたことは、主体的に活動できる
生徒会に向けて良い成果となった。

3.3

3.0

・4月当初の部活動加入率は2.3年生も含め、83％となっているが、2月現在の
1.2年生のみ加入率は、６７％と大きく減少している。同時期の昨年度の７２％と
比べても減少傾向にあり、部活動の加入率より継続率の向上が問題である。昨
年度より、コロナ禍の影響で活動への制限や大会等の中止または制限により、
意欲が低下した生徒が増えてきたのではないかと分析される。アンケート13「部
活動に参加している」の質問に対し、62％の生徒がそう思うと回答した。一昨年
の結果79％と比較すると、大きく減少しており、更に保護者、教員からの回答も
例年より大きく減少している。今後、コロナ禍が落ち着きつつ次年度以降、大会
も例年通り開催されれば、また、活発な部活動への取り組みが再開されることを
期待しているが、学校としても部活動の取り組みを今以上に発信することと、魅
力ある部活動の取り組みを進める必要がある。

4

3

評価点平均＝ 評価点平均＝

評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均評価点平均

0.073170732

0.240802676

0.627565982

0.463414634

0.434782609

0.099706745

0.390243902

0.284280936

0.070381232

0.073170732

0.040133779

0.202346041

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.365853659

0.334448161

0.624633431

0.56097561

0.518394649

0.304985337

0.073170732

0.140468227

0.061583578

0

0.006688963

0.008797654

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

5 



担当
生徒

341人/396人
85(%)

保護者
299人/396人

76(%)

教職員
41人/41人

　100(%)

学校評議員
3人/3人
100(%)

項目
毎

評価

中項
目

(平均)

大項
目

(平均)
自己点検・アンケート調査を受けての分析・改善策

アンケート調査評価点の見方
（①－そう思う、②－ややそう思う、③あまりそう思わない、④－そう思わない）

評価方法
アンケート

重点目標 重点（具体）項目

自己点検

令 和 ３年 度 　 学 校 評 価　 ( 期 末 自 己 評 価 表 ）
福島県立福島北高等学校

「運営ビジョン」 評価指標 アンケート資料・自己評価

　自己評価
4-できている
3-まあまあできている
2-あまりできていない
1-できていない

2.0

・年度始めの職員会議で、清掃目標は『一人一役清掃の実現』、今年度重点区域は
トイレおよび南校舎1階の教室、廊下・階段とし、職員間の共通理解を図った。
・ワックス清掃は１２月に南校舎１階（１年次）教室、南校舎東西階段、１月に南校舎２
階（３年次）教室を実施、２月に１・３年次廊下、３月に南校舎３階（２年次）教室・廊下
を計画中である。

内部評価

・予定どおり実施

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の
推進

防災・安全点検の
実施

・予定どおり実施 4

施設

重
点
目
標
Ⅳ
　
　
健
康
な
心
身
の
育
成

３
環
境
美
化
・
環
境
整
備

性に関する講演
会の実施

アンケート16
「清掃はまじめに行ってい

る」

具体的な取り組み

校内美化

内部評価

・家庭科、福祉科と中心とする教科、部活動、生徒会委員会等で地域や施設から依
頼されたボランティアへの参加、地域行事への参加を行った。

2

具体的な取り組み

・1年次生を対象に、ボランティア学習会を実施し、本校のボランティア活動の内容や
流れなどを説明した。

アンケート15
「ボランティアに参加したこ

とがある」

内部評価

重
点
目
標
Ⅳ
　
　
健
康
な
心
身
の
育
成

学研

２
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進 地域行事への参

加

3.0

・校内の地域学校協働推進委員会においてボランティア及び地域行事へ
の参加について確認を行い、依頼があった場合に対応できるようにした。
・今年度もコロナにより、外部からのボランティア要請がほとんどなく、生徒
が活動できる機会もなかった。今後依頼があった場合に対応できるように
準備をしておきたい。

4

3.7 3.73

・性教育講演会はそれぞれの年次に必要な内容で年次ごとに実施した。1
年次7月、3年次は10月に実施、2年次は2月に予定している。1年次は夏
休み前に行うことができ、大変有効であるので今後も継続していきたい。
LHRでの実施となるため日程や内容・講師選定など各年次と連絡調整しな
がら進めたい。
・校内美化活動では今年度、重点区域をトイレと南校舎１階教室・廊下に
設定したが、カビ発生の問題は一部だけに関係する問題なので、次年度
は全区域に関係する重点項目を示したい。環境委員会、HR役員、ボラン
ティア生徒によるワックス清掃が2年目になるが、教室・廊下に加え、南校
舎東西階段のワックス清掃を実現することができた。通常清掃ではアン
ケート結果から、校舎が古くてもきれいに掃除されていると思われるような
清掃を目指すように生徒に呼びかけていきたい。
・今年度の防災避難訓練は６月に地震、１１月に火災を想定して実施し
た。目的としては災害に応じて、安全な避難経路・避難方法を選択できる
態度を養うことである。秋の訓練は飯坂消防署に通報訓練のみ指導いた
だいた。また、防災点検は８月と３月に実施している。

2

評価点平均＝ 評価点平均＝

評価点平均評価点平均評価点平均

0.146341463

0.143812709

0.217008798

0.609756098

0.56187291

0.258064516

0.243902439

0.274247492

0.331378299

0

0.02006689

0.193548387

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.634146341

0.284280936

0.686217009

0.292682927

0.578595318

0.275659824

0.024390244

0.117056856

0.029325513

0.048780488

0.02006689

0.008797654

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

6 



担当
生徒

341人/396人
85(%)

保護者
299人/396人

76(%)

教職員
41人/41人

　100(%)

学校評議員
3人/3人
100(%)

項目
毎

評価

中項
目

(平均)

大項
目

(平均)
自己点検・アンケート調査を受けての分析・改善策

アンケート調査評価点の見方
（①－そう思う、②－ややそう思う、③あまりそう思わない、④－そう思わない）

評価方法
アンケート

重点目標 重点（具体）項目

自己点検

令 和 ３年 度 　 学 校 評 価　 ( 期 末 自 己 評 価 表 ）
福島県立福島北高等学校

「運営ビジョン」 評価指標 アンケート資料・自己評価

　自己評価
4-できている
3-まあまあできている
2-あまりできていない
1-できていない

具体的な取り組み

・地域理解講演会（講師：いいざかサポーターズクラブ）の実施（４月）１年次
・飯坂町理解講演会（講師：元福島市職員）の実施（１２月実施予定）１年次
・飯坂町研究（飯坂町巡検・飯坂町検定）の実施（１月実施予定）１年次

総務

家庭への情報発
信

アンケート18
「学校からのメールやホー
ムページなどを確認してい

る」

学研

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

PTA各種活動日及び集計締切日より一か月以上前に、通知を配布する。

具体的な取り組み

アンケート17
「配布物は持ち帰って見

せている」

アンケート19
「地域との連携が図られて

いる」
地域との連携

3

具体的な取り組み

保護者との連携

年次保護者会や学校公開等、プリントを配付した上でメールでの案内も出している。
また、今年度からホームページの更新をこまめに行っており、「北高NEWS」として授
業や行事の様子、部活動報告などもホームページ上にアップしている。

教務

家
庭
・
地
域
と
の
連
絡

　中間評価と比べると、わずかではあるが、保護者からの肯定的な回答が
増加している。今後も、一斉メールやホームページを利用して、情報発信
に努めたい。

・地域理解講演会を行い、１年次では「産社」の時間で講演で伺ったことを
基に校外学習を行い、地域への理解を深めることが出来た。また、地元飯
坂町の史跡についての講演会を聞き、各自で調べ学習も行い、さらに実
際に巡検を行うことを計画していたが、大雪により中止となった。調べた内
容で記録集をまとめることができた。
・２年次の講演会では、飯坂温泉観光協会の方より、飯坂町の観光につい
てお話を伺い、地元への理解が深まった。課題研究テーマ設定への参考
になったとの感想もあった。
・地元飯坂町との連携は、探究学習を行う上で大変重要である。今後も
様々な場面で連携をしていけるようにしたい。

3.7

4

3.7

4

PTA役員向けの通知に関しては、確実に実行できた。

0.414634146

0.331103679

0.395894428

0.56097561

0.408026756

0.413489736

0.024390244

0.190635452

0.140762463

0

0.070234114

0.049853372

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.512195122

0.371237458

0.369501466

0.43902439

0.535117057

0.281524927

0.048780488

0.08361204

0.234604106

0

0.010033445

0.114369501

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

0.219512195

0.25083612

0.290322581

0.707317073

0.571906355

0.460410557

0.073170732

0.160535117

0.205278592

0

0.016722408

0.04398827

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④

7 



担当
生徒

341人/396人
85(%)

保護者
299人/396人

76(%)

教職員
41人/41人

　100(%)

学校評議員
3人/3人
100(%)

項目
毎

評価

中項
目

(平均)

大項
目

(平均)
自己点検・アンケート調査を受けての分析・改善策

アンケート調査評価点の見方
（①－そう思う、②－ややそう思う、③あまりそう思わない、④－そう思わない）

評価方法
アンケート

重点目標 重点（具体）項目

自己点検

令 和 ３年 度 　 学 校 評 価　 ( 期 末 自 己 評 価 表 ）
福島県立福島北高等学校

「運営ビジョン」 評価指標 アンケート資料・自己評価

　自己評価
4-できている
3-まあまあできている
2-あまりできていない
1-できていない

・アンケート結果は昨年度と同傾向にある。全体として、生徒の満足度は高
い傾向である。
・生徒の満足度は85%（中間評価＋５%）となった。しかし、満足していない
生徒は15%（中間評価－５%）になった。
・自由記述で記載されている学習環境の整備については冷房や暖房の使
用時間を増やしてほしいという要望が毎年出ている。学校としては燃料費
を切り詰めてきたが、限界である。１０年間値上げしていないPTA会費（冷
房代費）の値上げの検討しPTA役員会で承認された。また、進路に対する
記載が非常に多い、進路指導部の課題を検討していく。問１についての改
善として２年次は春休みに３者面談を実施し、進路相談の機会を設ける。
・保護者の回答も生徒と同様な割合となった。昨年度と同程度である。

4 4.0 4.0
・満足度は、本校の教育活動全体の総括と捉えている、各項目をＰＤＣＡサイクルで
検証し、次年度につなげていく。
・具体的な取り組みは、それぞれの年次や校務分掌、各教職員が担っている。今後
も本結果を重視し、家庭、地域と更なる連携を実施し、生徒の高校生活が充実したも
のとなるよう取り組んでいきたい。特に学校行事はコロナ禍の中創意工夫をし実施し
ていく。

教頭
満
足
度

学
校
生
活
へ
の
満
足
度

意義ある学校生
活

アンケート20
「満足した学校生活を送っ

ている」

具体的な取り組み

0.073170732

0.301003344

0.428152493

0.853658537

0.538461538

0.42228739

0.073170732

0.137123746

0.099706745

0

0.023411371

0.049853372

教員

保護者

生徒

① ② ③ ④
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